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図３復原された音註漢籍面（versoか）
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前
章
で
の
復
原
結
果
に
基
づ
い
て
、
自
動
的
に
そ
の
反
対
側
が
復
原
さ
れ
る
。
そ
れ
が
次
頁
に
掲
げ
た
図
４
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
一
次
面
が
書
か
れ
た
あ
と
、
そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、
第
一
次
面
と
は
無
関
係
に
断
簡
が
再
接
続
ざ
れ
第
二
次
面
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
断
簡
の
場
合
に
は
そ
の
可
能
性
は
な
く
、
表
裏
と
も
綺
麗
に
文
字
が
接
続
さ
れ
る
。
た
だ
し
吉
田
豊
氏
が
「
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
て
読
み
づ
ら
く
、
文
書
の
現
物
を
調
査
し
た
が
筆
者
に
は
録
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
ご
と
（Ｍ）
く
、
独
特
の
書
体
で
あ
っ
て
た
し
か
に
難
解
で
あ
る
ｎ
以
下
、
と
り
あえず一応の釈文を掲げてみる。
、（応）
□董廿、Ⅱ
者
許
郷
實
慶
、
Ⅱ
七
□
□
□
ｎ
Ⅱ
胡
盧
野
郷
耶
濫
弄
村
掻
選
兄
汁
九
末
錐
廿
五
□
村
□
□
汁
五
□
□
道
□
冊
一
文書（すべて経典の類）にほぼ同じ大きさのものがいくつか
ある。また
図
３
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
行
目
と
五
行
目
だ
け
が
行
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ベルリン・吐魯番コレクション中のコータン人名録（Ｃｈ三四七一一一）をめぐって（小口）
三
コ
ー
タ
ン
人
名
簿
の
復
原
□
末
婆
廿
九
、
Ⅱ
Ｕ
□
蔵
村
□
ｎ
Ⅲ
類
似
の
文
書
と
し
て
は
、
他
に
吉
田
豊
氏
が
紹
介
し
て
い
る
麻
礼
（肥）
塔格（言国胃‐目四召）出土のものがある。
悉
□
田
日
充
□
捺
田
、
Ⅱ
乗
拱
野
村
掲
陵
捺
冊
、
Ⅱ
麸
團
蘭
若
囮
師
、
Ⅱ
（○【・缶］口へ「田二・日・宝弓）
さらにまた、同じコータンの巳拉瓦斯特（因四一閨四の〔の）出
土
文
書
の
な
か
に
「
諺
」
「
拱
」
等
の
文
字
を
共
有
し
、
コ
ー
タ
ン
文
字
と
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
っ
て
い
る
「
唐
抵
伽
葺
拱
支
納
□
抄
」
（・三国ミニ三二廓）があることも注目される。
こ
の
種
の
文
書
に
つ
い
て
吉
川
豊
氏
は
、
コ
ー
タ
ン
に
戸
籍
な
い
し
納
税
者
名
簿
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
該
文
書
も
郷
・
村
名
と
人
名
及
び
数
字
を
羅
列
し
た
も
の
（肥）
で、納税に関する文聿日である可能性は吉向い。郷村制が施行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
も
コ
ー
タ
ン
が
唐
朝
の
支
配
を
受
け
た
八
世
紀
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
郷
・
村
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
戸
籍
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
数
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
、
年
齢
な
の
か
徴
発
に
関
す
る
も
の
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
ｂ
面
右
下
端
の
朱
点
（
写
真
２
参
照
）
も
、
そ
れ
が
合
点
だ
と
す
れ
ば
、
徴
税
に
関
わ
る
二
五
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ｂ 法
政
史
学
第
六
十
七
号
七
iiijmJJDD回：
六
Ｌｎｆｍ
図４復原されたコータン人名簿面（rectoか）
Hosei University Repository
以上、近年吉田豊氏によって見出された、ベルリンの吐
魯番コレクション中のコータンの人名録について、その復
原
結
果
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
の
素
材
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
、
我
々
の
科
研
費
チ
ー
ム
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（の白呉の己三一・ｓ①【目因の【｜ご）やベルリン・プランデンブルク
科学アカデミー（因囚一日‐因『三目三ｍ】のＳの罠＆の己の□の［三ｍｍのロ‐
の
呂
昌
目
）
等
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
全
て
の
漢
文
世
俗
文
書
に
つ
い
て鮮明な高精度のデジタル写真を入手でき、本稿でもその
利川と公開を快く許可いただいた。これまでの科研費によ
る実物調査では、籍帳類を初めとしていくつかの古文書に
ついて、他にも同じような新しい接続関係等をいくつか発
見している。はじめに触れたように、それらはすべてＨＰ
上で公開していく予定である。ご期待いただきたい。
作
業
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
該
文
書
の
ｒ
面
．
Ｖ
面
に
つ
い
て
も
確
言
は
出
来
な
い
が
、
も
し右記した合点に関する推測が正しいとすれば、西脇目録
とは逆に、この人名録面が【①ｇｏで、その紙背を利用して
「論語」音註が写された可能性が高いのではないか。
ベルリン・吐魯番コレクション中のコータン人名録（Ｃｈ三四七三）をめぐって（小、）
お
わ
り
に
註（１）百済康義編「ベルリン所蔵東トルキスタン出土漢文文献
総目録（試行本）」（西域研究会、二○○○年）、この冒呈
『の目の寅、ミミ畳向き窪ミミロミミミ》二言量旨ミ葛菖窪三
の
壽
冨
己
薑
ミ
ロ
Ｓ
言
昌
ミ
ニ
頁
討
寿
§
冒
言
菖
冒
三
目
冒
言
回ミミミごこ昏冨目ミミミ鎮め自信貝〔葛日日の（①曰①【『の【一猪
四三』（以下、本稿ではそれぞれ百済目録、西脇日録と略称
す
る
）
。
西
脇
目
録
の
ド
イ
ツ
語
タ
イ
ト
ル
Ｓ
言
昌
ｓ
二
頁
唇
寺
下
ミ
胃
言
菖
冒
言
房
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
Ｓの己の三‐ワ■ここ豆の〔一ｍｎケ①ご目の〆〔｛日、日①貝の日の三口①の】のＳの【
汗
三
洋
、
す
な
わ
ち
漢
文
世
俗
文
沸
で
あ
る
。
ま
た
中
国
で
は
栄
新
江
氏
に
よ
る
Ⅱ
録
化
が
な
さ
れ
て
い
る
Ⅶ
同
「徳国〃吐魯番収集品“中的漢文典籍與文書」（「華学」３、
一九九八）。以下、本稿では栄目録と略称する。
（２）その間の事情の概要については拙稿「古代アジア世界の
東と西》在ベルリン吐魯番文書と正倉院文書の語るものｌ
その研究の歴史と一断面ｌ」Ｓ国際Ｈ本学」２〈文部科学
省二一世紀ＣＯＥプログラム採択Ⅱ本発信の脚際ｎ本学
の榊築研究成果報告集論集〉法政大学国際日本学研究所、
二
○
○
五
年
）
・
同
「
解
読
進
む
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
漢
字
文
書
浮
上
する日本との類似ｌ西域と正倉院、階・唐にない戸籍ｌ」
（朝ｕ新聞夕刊、二○○五年五月二Ｈ）参照。
（３）「在ベルリン・トルファン文書の比較史的分析による古
代アジア律令制の研究」（基盤研究（Ｂ）、研究代表者…小
－
￣
七
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口
雅
史
、
研
究
分
担
者
…
關
尾
史
郎
・
坂
上
康
俊
・
大
津
透
・
丸
山
裕
美
子
各
氏
、
研
究
協
力
者
…
張
梛
麗
氏
お
よ
び
在
独
研
究
者
諸
氏）。
（
４
）
小
口
雅
史
編
「
在
ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
世
俗
文
書
関
係
データベース」（三つ吾〔①己．｝・ず。ｍの一・四Ｃ・一二〕ぬ巨呂曽円｝ご）。た
だ
し
写
真
の
著
作
権
そ
の
他
の
関
係
で
、
現
状
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
の
文
書
の
剛
像
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
た
研
究
メ
ン
バ
ー
の
み
に
対
し
て
公
開
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
ア
カ
ウ
ン
ト
で
入
っ
た
場
合
に
は
表
示
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
該
文
書
の
画
像
は
、
国
際敦煤項目（弓①旨〔の日呂・昌一□目盲目、勺旦のｇ）のＨＰ
（言Ｂミごロ・ず｜ここ）で順次公開されつつある。それにあわせ
て
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
で
も
写
真
が
完
全
に
公
開
さ
れ
る
予
定
。
な
お
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
在
ベ
ル
リ
ン
吐
魯
番
漢
文
文
書
と
そ
の
電
子
化
ｌ
そ
の
現
状
と
課
題
・
展
望
ｌ
」
（
「
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
」
６
、
二
○
○
五
年
）
・
同
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
卵
成
果
の
情
報
化
と
活
用
」
（
「
Ⅱ
本
学
の
総
合
的
研
究
」
平
成
十
四
年
度
～
平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
研
究
成
果
報
告
書
、
法
政
大
学
脚
際
Ⅱ
本
学
研
究
所
、
二
○
○
七
年
）
参
照
。
（
５
）
吉
田
豊
「
コ
ー
タ
ン
出
土
８
１
９
世
紀
の
コ
ー
タ
ン
語
世
俗
文
書
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
（
「
神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
叢
書
」
邪
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所
、
二
○
○
六
年
）
。
以
下
、
本
稿
で
引
用
す
る
吉
田
豊
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
そ
れ
に
先
行
し
て
、
栄
目
録
に
お
い
て
「
ｎ
戸
い
←
己
ぐ
」
と
し
法
政
史
学
第
六
十
七
号
て
「
子
聞
人
名
録
」
と
さ
れ
て
い
た
。
（
６
）
本
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
二
○
○
二
年
九
月
か
ら
二
○
○
三
年
九
月
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
の
客
員
研
究
員
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
頻
繁
に
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
に
て
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
を
自
由
に
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
詳
細
は
註
（
２
）
前
掲
拙
稿
参
照
）
。
ま
た
そ
の
後
も
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
註
（
３
）
参
照
）
に
よ
る
調
査
で
、
こ
の
Ｃ
ｈ
三
四
七
三
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
多
数
の
文
書
の
原
本
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
御
高
配
い
た
だ
い
た
フ
ァ
イ
ス
テ
ル
博
士ｅ【・西閂［日昌‐○耳三口田のどの一）・ラッシュマン博士ｅ『・
の言自①‐、三の［言①蚕の呂圓目）に謝意を表したい。
（
７
）
百
済
目
録
が
、
ｎ
ヶ
置
畠
の
出
土
地
記
号
に
つ
い
て
、
弓
二
①
目
白
と
す
る
の
は
、
こ
の
部
分
の
誤
読
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（８）吉田豊氏によれば、これはＰ①ＤＣ□が因己２ｓ曰毒］目か
ら
入
手
し
た
コ
ー
タ
ン
出
土
文
書
で
あ
る
と
い
う
。
（
９
）
栄
Ⅱ
録
で
は
、
「
Ｓ
・
匿
己
」
と
し
て
、
「
辞
書
（
？
）
（
和
田
出
土
上
と
す
る
。
（
Ⅲ
）
日
本
に
伝
わ
る
「
経
典
稗
文
」
最
古
の
断
簡
は
興
福
寺
の
そ
れ
で
、
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
～
七
五
七
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
因
明
四
種
相
違
断
纂
私
記
」
が
寛
弘
七
年
二
○
一
○
）
に
書
写
さ
れ
た
際
に
、
「
經
典
鐸
文
」
の
紙
背
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
断
簡
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
写
本
で
は
、
反
切は通行本と同じく「反」字で結ばれている。
（
、
）
「
偶
」
字
は
、
通
行
本
の
「
論
語
」
微
子
篇
・
「
經
典
鐸
文
」
と
も
￣
一
八
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「調」につくる。
（
⑫
）
見
出
し
と
し
て
「
荷
」
字
が
脱
。
（
Ｂ
）
通
行
本
「
經
典
鐸
文
」
で
は
「
拱
」
字
に
「
居
勇
反
」
と
付
す
。
（
ｕ
）
荒
川
正
晴
氏
も
こ
の
文
書
に
つ
い
て
独
自
の
調
査
を
し
て
お
り
、
吉
田
豊
氏
同
様
、
筆
者
も
荒
川
氏
よ
り
、
そ
の
調
査
メ
モ
の
コ
ピ
ー
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
西
域
出
土
文
書
の
な
か
に
は
、
漢
字
を
熟
知
し
な
い
現
地
の
人
の
手
に
な
る
文
書
が
多
く
あ
り
、
そ
の
類
は
概
し
て
難
読
で
あ
る
。
（
囮
）
右
に
太
め
の
朱
点
が
あ
る
。
あ
る
い
は
合
点
の
類
か
。
（
蛆
）
吉
田
豊
氏
は
陳
國
燦
「
斯
担
因
所
獲
吐
魯
番
文
書
研
究
」
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
か
ら
釈
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
斯
担
因
Ｉ
第
三
次
巾
亜
考
古
所
獲
漢
文
文
献
（
非
佛
經
部
分
）
」
①
（
上
海
僻
書
出
版
社
、
二
○
○
五
年
）
一
九
五
頁
所
載
の
写
真
を
確
認
の
上
、
そ
こ
か
ら
釈
文
を
引
用
し
た
。
（
Ⅳ
）
註
（
肥
）
前
掲
「
斯
担
因
ｌ
第
三
次
中
亜
考
古
所
獲
漢
文
文
献
（非佛經部分）」①一八四頁。
（
旧
）
コ
ー
タ
ン
の
税
制
に
つ
い
て
は
、
關
尾
史
郎
「
コ
ー
タ
ン
出
土
唐
代
税
制
関
係
文
書
小
考
ｌ
領
抄
文
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
平
田
取
一
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
「
歴
史
に
お
け
る
史
料
の
発
見
ｌ
あ
た
ら
し
い
〃
読
み
“
へ
む
け
て
」
上
智
大
学
平
田
研
究
室
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
一
一
一
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）
一
一
九
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